
技 

術 

情 

認
定
申
請
を
通
し
て
 

君
津
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
元
樹
芸
林
業
試
験
場
）
 

内
山
緑
地
建
設
株
式
会
社
取
締
役
 

関

根

 

内
山
緑
地
建
設
株
式
会
社
関
東
統
括
部
 
山

室

 

環
境
省
に
よ
る
自
然
共
生
サ
イ
ト
へ
の
 

一
．
は
じ
め
に
 

一
九
九
二
年
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
 

ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
、
翌
年
発
効
さ
れ
た
 

「
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
 

(O
切U
】Oo
]]
v
e
n
t
i
o
n
o
n
B
i
o
logica1 

Diversity
）」 

は
そ
の
後
、
参
加
各
国
 

で
何
度
も
会
議
を
重
ね
て
ア
ッ
プ
デ
ー
 

ト
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
 

ト
リ
オ
ー
ル
に
お
け
る
第
一
五
回
締
約
 

国
会
議
（
c
o
P
1
5
）
に
引
き
継
が
れ
 

て
き
た
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
愛
知
県
 

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
c
o
P
1
0

で
 

3
0
b
y
3
0
目
標
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
れ
 

は
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
 

損
失
を
食
い
止
め
、
反
転
さ
せ
、
陸
域
 

三
〇
％
、
海
域
三
〇
％
を
保
全
す
る
目
 

標
で
あ
る
。
 

現
在
、
日
本
で
は
陸
域
二
〇
・
五
％
、
 

海
域
一
三
・
三
％
が
保
護
地
域
と
し
て
 

武
 

功
 

保
全
さ
れ
て
い
る
。
陸
域
で
は
目
標
ま
 

で
一
〇
％
弱
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
 

民
間
の
協
力
も
必
須
で
あ
る
。
環
境
省
 

は
、
二
〇
二
一
年
八
月
よ
り
ク
民
間
取
 

組
等
と
連
携
し
た
自
然
環
境
保
全
（
O
 

E
c
M

）
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
 

会
ク
を
立
ち
上
げ
、
認
定
プ
ロ
セ
ス
な
 

ど
、
認
定
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
 

重
ね
、
二
〇
二
二
年
よ
り
本
申
請
前
の
 

試
行
申
請
認
定
を
経
て
、
翌
年
二
〇
一
一
 

三
年
四
月
よ
り
、
二
〇
二
三
年
自
然
共
 

生
サ
イ
ト
認
定
申
請
（
前
期
）
の
受
付
 

を
開
始
し
た
。
 

弊
社
は
試
行
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
 

3
0
b
y
3
0
目
標
、
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
 

認
定
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
認
定
申
請
 

を
提
出
す
る
べ
く
研
究
を
始
め
た
。
弊
 

社
社
有
林
の
う
ち
、
君
津
グ
リ
ー
ン
セ
 

ン
タ
ー
（
元
樹
芸
林
業
試
験
場
）
に
絞
 

り
、
こ
の
自
然
共
生
サ
イ
ト
認
定
申
請
 

（
前
期
）
に
二
〇
二
三
年
四
月
提
出
し
、
 

同
一
〇
月
二
五
日
認
定
証
を
授
与
さ
れ
 

た。 一
一
．
君
津
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
 

（
元
樹
芸
林
業
試
験
場
）
の
概
要
 

君
津
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
高
度
 

成
長
期
に
お
け
る
公
園
建
設
、
全
国
の
 

高
速
道
路
等
の
公
共
事
業
お
よ
び
民
間
 

事
業
、
京
葉
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
工
場
等
 

へ
の
造
園
樹
木
の
生
産
・
供
給
、
造
園
 

技
術
者
の
養
成
の
た
め
、
 
一
九
六
六
年
 

（
昭
和
四
一
年
）
に
樹
芸
林
業
試
験
場
 

と
し
て
千
葉
県
君
津
市
に
開
設
さ
れ
た
。
 

高
宕
山
県
立
自
然
公
園
内
に
あ
り
、
広
 

さ
は
約
四
〇
m

で
あ
る
。
「
き
み
つ
の
 

さ
ん
ぽ
道
」
と
称
す
る
自
然
散
策
路
も
 

あ
り
、
行
政
、
公
共
団
体
、
学
校
、
各
 

～取；一皇ー‘姦 
' L 、 ・ど 

, 

'
 

鱗、 

北西部より、君津グリーンセンター全体鳥瞰 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ
て
自
然
観
 

察
の
場
、
散
策
の
場
と
し
て
広
く
利
用
 

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
心
に
ク
自
然
 

の
森
ク
を
造
る
初
め
て
の
試
み
と
し
て
 

「
大
手
町
の
森
」
 
の
プ
レ
フ
ォ
レ
ス
ト
 

の
設
置
試
験
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
 

「
大
手
町
の
森
」
 
へ
の
樹
木
供
給
を
担
 

っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
 

た
地
方
に
お
い
て
は
、
被
害
地
域
で
採
 

取
し
た
地
域
種
の
ド
ン
グ
リ
を
君
津
グ
 

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
生
育
さ
せ
、
そ
の
 

苗
木
を
「
鎮
守
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
 

が
開
催
す
る
植
樹
会
へ
供
給
し
て
い
る
。
 

こ
の
君
津
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
五
 

七
年
前
の
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
 

年
）
に
あ
っ
て
、
山
の
斜
面
を
削
ら
ず
、
 

表
土
を
崩
さ
ず
、
そ
の
山
が
本
来
も
っ
 

て
い
る
自
然
の
斜
面
を
利
用
し
、
植
物
 

群
落
を
活
か
し
た
生
態
系
に
優
し
い
圃
 

場
を
造
っ
た
。
こ
れ
が
君
津
グ
リ
ー
ン
 

セ
ン
タ
ー
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
 

れ
は
、
ク
自
然
の
摂
理
を
損
な
わ
な
い
ク
 

と
い
う
弊
社
の
基
本
理
念
に
従
っ
て
い
 

奄 

必
要
な
基
準
 

主
に
認
定
の
審
査
に
関
わ
る
基
準
は
 

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

一
・
境
界
・
名
称
に
関
す
る
基
準
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一
一
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
管
理
に
関
す
る
基
準
 

二
二
．
管
理
権
限
 

二
．
一
一
．
管
理
措
置
 

111
．
生
物
多
様
性
の
価
値
に
関
す
る
基
準
 

四
．
管
理
に
よ
る
保
全
効
果
に
関
す
る
基
 

準
 

四
二
．
管
理
の
有
効
性
 

四
．
一
一
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価
 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
三
と
四
に
関
し
て
 

は
自
然
共
生
サ
イ
ト
認
定
申
請
に
お
い
 

て
最
も
本
質
に
触
れ
る
部
分
で
あ
る
。
 

「
三
．
生
物
多
様
性
の
価
値
に
関
す
る
基
 

準
」
は
主
に
九
つ
の
価
値
に
分
け
ら
れ
、
 

そ
の
う
ち
ー
つ
以
上
の
価
値
が
あ
れ
ば
 

認
定
の
条
件
と
合
致
す
る
。
弊
社
の
君
 

津
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
三
つ
 

の
価
値
が
あ
る
と
考
え
、
申
請
書
に
示
 

い－ 
"I 

、
 

え 

「 

‘」サ 

ジ
 

君津グリーンセンター管理棟と展望台 

し
た
。
 

四
の
価
値
」
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
 

の
場
で
あ
っ
て
、
在
来
種
を
中
心
と
し
 

た
多
様
な
動
植
物
種
か
ら
な
る
健
全
な
 

生
態
系
が
存
す
る
場
と
し
て
の
価
値
 

六
の
価
値
一
希
少
な
動
植
物
種
が
生
 

息
生
育
し
て
い
る
場
、
あ
る
い
は
生
息
 

生
育
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
場
と
し
 

て
の
価
値
 

九
の
価
値
一
緩
衝
機
能
や
連
続
性
・
 

連
結
性
を
高
め
る
機
能
を
有
す
る
場
と
 

し
て
の
価
値
 

次
に
「
四
．
一
一
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
 

価
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
該
当
サ
イ
ト
 

に
存
在
す
る
生
態
系
を
定
期
的
に
観
測
 

し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
 

く
の
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
 

回
首
列
劃
（
川
割
川
刻
剥
闇
川
‘
 

申
請
で
苦
労
し
た
こ
と
 

申
請
サ
イ
ト
に
お
い
て
生
態
系
を
調
 

査
し
リ
ス
ト
化
す
る
に
は
、
鳥
類
、
哺
 

乳
類
、
両
生
類
、
昆
虫
等
、
各
種
生
物
 

そ
れ
ぞ
れ
の
深
い
専
門
的
知
識
が
必
要
 

で
あ
る
。
そ
し
て
、
定
点
観
測
等
、
長
 

い
時
間
を
か
け
継
続
的
で
地
道
な
観
察
 

を
コ
ツ
コ
ツ
と
重
ね
る
必
要
が
あ
り
、
 

非
常
に
手
間
の
か
か
る
作
業
で
あ
る
。
 

当
初
は
こ
の
難
問
を
ど
の
よ
う
に
解
決
 

す
る
か
、
途
方
に
暮
れ
た
。
し
か
し
、
 

調
査
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
君
 

津
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
接
し
た
場
所
 

で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 

の
継
続
的
な
調
査
リ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
 

を
知
り
、
ま
た
こ
の
君
津
グ
リ
ー
ン
セ
 

ン
タ
ー
を
常
駐
管
理
を
す
る
生
態
系
に
 

詳
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
あ
り
、
時
 

間
は
か
か
っ
た
も
の
の
一
定
の
内
容
あ
 

る
生
物
多
様
性
に
関
す
る
資
料
、
書
類
 

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

五
．
お
わ
り
に
 

君
津
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
 
一
九
 

六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）
の
開
設
当
初
 

は
樹
木
の
生
産
や
供
給
が
主
な
目
的
で
、
 

閉
ざ
さ
れ
た
圃
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
 

た
。
二
〇
〇
〇
年
、
淡
路
島
で
開
催
さ
 

れ
た
国
際
園
芸
・
造
園
博
「
ジ
ャ
パ
ン
 

フ
ロ
ー
ラ
 
二
〇
〇
〇
」
 
に
お
い
て
、
 

英
国
王
立
協
会
日
本
支
部
が
出
展
し
た
 

庭
園
を
引
き
取
り
、
二
〇
〇
一
年
四
月
 

に
「
き
み
つ
の
さ
ん
ぽ
道
」
 
に
再
現
さ
 

せ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
と
共
に
一
般
の
 

方
々
へ
の
、
よ
り
開
放
的
な
圃
場
と
し
 

て
変
化
し
て
き
た
。
ま
た
現
在
動
い
て
 

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
植
 

樹
祭
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
貢
献
 

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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関
根
 
武
●
せ
き
ね
 
た
け
し
 

内
山
緑
地
建
設
株
式
会
社
取
締
役
 

東
京
都
葛
飾
区
生
ま
れ
。
施
工
で
は
主
に
 

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
の
外
構
工
事
 

に
携
わ
り
、
営
業
と
し
て
は
主
に
「
大
手
町
 

の
森
」
な
ど
に
係
っ
た
。
 

山
室
 
功
●
や
ま
む
ろ
 
い
さ
お
 

内
山
緑
地
建
設
株
式
会
社
関
東
統
括
部
 

千
葉
県
松
戸
市
生
ま
れ
。
四
三
年
間
の
国
内
 

外
の
ホ
テ
ル
建
築
設
計
を
経
て
、
二
〇
二
一
一
 

年
内
山
緑
地
建
設
株
式
会
社
に
入
社
。
 


